





サブ ミリ波照射 と光線力学的 レーザー 同時照射法 には魅 力が存在す るが、その前 に高周波数側
(>203GHz)にシフ トできる機 会を待 っていた。 それ はテ ラヘル ツ波吸収領域 に水分子のクラスター
に相当す る分子間誘電緩和の寿命成分(τ2)が、300GHZ当た りに存在す る事の報告が ある。そ こで
我々 も阪大 レーザーエネル ギー研究センターにて長 島助教 と共 に、癌生組織のテ ラヘルツ分光計測
を繰 り返 していた。その結果 、264GHz当た りに吸収 ピー クの存在 を認 めた。今回は装置 の関係 で
226GHzの照射を試みて前回の203GHzの効果 と比較をす る事に した。
2.実 験 方 法
脳 悪 性 腫 瘍 の培 養 細 胞(C6)を1x105cells/mlを両 足 の大 腿 部 の皮 下 に移 植 した。約20日 後 には
7x7x5mm3のサイ ズ に成 長 した 時 に 、3.3μMの増 感 剤 分 子(Compound-B)を腹 腔 内投 与 した。 そ の24
時 間 後 に226GHzのジ ャイ ロ トロ ン発 振 か らの サ ブテ ラヘ ル ツ波 照射 を、 腫瘍 組 織 温 度 が43℃ にな
る まで10分 間 と43℃+/-1℃の 範 囲 内で10分 間の加 温 を合 計20分 間 行 っ た。そ の 際 のパ ワー は
35.4Wであ っ た。 そ の後 、反 体側 の腫瘍 に665nmのレー ザ ー 光 を合 計300J/cm2照射 し、比 較 検討
した。
3.結 果 と考 察
サブテ ラヘル ツ波(226GHz)の照射 に対す る高周 波数側 の照射 効果 と今回の光増感剤 投与が原因
かは定かではないが、今までになく急峻 な腫瘍組織 の縮退 が観測でき、最大25%まで縮退 が亢 進 し
たもの と理解できた。また、光増感剤(Compound-B)の腫瘍組織 内貯留効果が持続す るために レーザ
ー光照射 の効果 も分割で、投与後何回 も照射が可能で有 る事 が判明 し、最大で18%まで縮退 を実現
できた。
4.まとめ(今後の実験予定と希望項 目)
以上の結果 を総括す ると、今後は よ り高周波数側(～300GHz)のがん組織 内水分子 のクラスター分
子間の誘電緩和の長い構造成分(τ2)にできるだ け対応す る周波数(264GHz)成分 を照射 して、今まで
の比較的低周波数(107,203GHz)の照射効果 と比較す る ことと、新たな光増感剤(Compound-B)の投
与効果 を更 に検証 して行 きたい と予定致 してお ります。そのた めにはよ り多 くの実験腫瘍モデルマ
ススの検証が必要になるもの と思われ ますので、その分、マ シンタイ ムも従来 よりは少 し多 めに頂
けると幸いで有 ります。
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